物理の学生を主な対象にした、「女性先端科学者セミナー」は、現在、第一線で活躍されている３名の先生、仁尾真紀子先生（素粒子理論）、加藤隆子先生（プラズマ物理）、中道晶香先生（宇宙物理）をおまねにして、それぞれの御専門の研究の紹介と学生向けのメッセージを中心に話していただいた。プログラムと講演の概要を最後につけた。
参加者は博士２名、修士８名、学部１名、教員５名、その他１０名程度の学部４年生の参加があり盛況であった。

講演の最後には、学生によるインタビューの場を設け、以下のような質問が学生から出された。

1． どうして研究者になりたいと思ったのですか？

2． 「研究を続けていこう」というモチベーションになっていることは何ですか？

3． 女性科学者を育てよう、支援しようといった取り組みが活発ですが、女性科学者の立場として、このような取り組みについて、どう感じられますか？

どの質問には、それぞれの講師の先生から丁寧に返事していただいた。また、加藤隆子先生からは、「日本の女性科学者」という本を寄贈していただいた。これは、さっそく学生に見えるように物理科学科の図書室においている。
プログラム：

　　魅力ある大学院教育　イニシアティブ
「先端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成」
（博士前期課程・キャリア形成科目）
女 性 先 端 研 究 者 セ ミ ナ ー
日時：１月１１日　木曜日　　１３：００－１７：２０
会場：　理学部会議室

対  象 者　博士前期課程（情報科学専攻、物理学専攻、数学専攻）の大学院
生（選択必修）
　　　　　※大学院生以外の方の聴講も歓迎します！
13:00-13:05 主催者挨拶　大学院教育プログラム推進委員会委員長　岩渕修一
13:10-14:10 「レプトンの異常磁気能率―その物理がめざすものー」
仁尾真紀子　理化学研究所
14:25-15:25 「プラズマ中の原子過程とプラズマ分光診断」　
加藤隆子　核融合科学研究所
15:40-16:40 「銀河の分布を表す統計力学」　
中道晶香　　県立ぐんま天文台
16:50-17:20 学生から講師へのインタビュー（インタビューア：濱田けい子）
　
講演の概要
１．「レプトンの異常磁気能率ーその物理が目指すものー」　仁尾真紀子
電子やミューオン粒子のそれ自身が持つ磁気的な性質を磁気能率と呼びます。
その磁気能率への量子的な影響が異常磁気能率です。ミューオンでは
10^{-6} (1ppm)以下の、電子では10^{-9}(1ppb)の非常に高い精度で
測定がなされています。そして、理論からの予測値も実験値と、ほぼ同じ
程度に到達しているのです。
このような高い精度で物理量を測定し、あるいは計算することは、容易なことでは
ありません。その研究の概要を、私どもの研究成果も含めて、簡単ですが紹介いたし
ます。さらに、精度を一桁上げることで、どのようなことを目指しているのか、どのような
結果が得られるのか、そしてその結果にどのような意義があるのかということ
をお話したいと思います。
２．「プラズマ中の原子過程とプラズマ分光診断」　加藤隆子
　プラズマからは様々な原子衝突により連続光及びスペクトル線の光が放出される。 

これらの光からプラズマの状態を知る情報を得ることができる。イオンから発生する
スペクトル線強度を推定するために衝突輻射モデルが用いられる。衝突輻射モデルと
それに関連する原子過程についての最近の研究について述べる。衝突輻射モデルの具
体的な応用として最近核融合装置プラズマで測定された炭素イオンなどのスペクトル
線についての解析結果を示す。また太陽プラズマからと実験室プラズマからのスペク
トルを用いた非平衡原子過程の研究について紹介する。
　研究者になるまでの簡単な経歴も述べたいと思っています。
 ３．「銀河の分布を表す統計力学」
　近年、数百万個もの銀河の位置を正確に測定することができるようになり、
銀河たちは一様に分布しているのではなく、群れていることがわかっています。
　講演では、天体までの距離の測り方や宇宙膨張について説明し、宇宙の構造を紹介
します。さらに、宇宙を構成する力の種類と性質についてお話し、重力の特異な性質
に着目しながら、銀河の群れ方を決めているのは何なのかを考えていきたいと思いま
す。
　講演の後半部分は、私たちの研究の話になります。
　公共天文台と呼ばれる「ぐんま天文台」の業務内容や、仕事と育児と介護の両立を
目指して試行錯誤してきた生活の様子もお話します。
-

